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(論文内容の要旨)

音声合成は機械から人間-情報を伝達する上で重要な役割を担う.中でもﾃｷｽﾄ音声

合成(TTS)は任意のﾃｷｽﾄから音声を合成する技術であり,実用面における有効性の高

さから研究開発が勢力的に行われている.現在のTTSの主流は大規模な音声ﾃﾞ-ﾀ処理に

基づくｺ-ﾊﾟｽﾍﾞ-ｽ方式と呼ばれるものであり,初期のﾙ-ﾙﾍﾞ-ｽ方式と比較して劇

的な進歩を遂げた.しかし,安走して自然性の高い音声を合成できるまでには至っておら

ず,様々な話者の音声を容易に合成するなどといった柔軟性も持ち合わせていない.

本論文では音声合成におけるこつの問題に取り組んでいる. -つはｺ-ﾊﾟｽﾍﾞ-ｽTTS

における合成音声の自然性の改善であり,もう-つは話者性制御の改善である.前者に対

しては､自然性に重要な影響を及ぼす要因として,音声ｺ-ﾊﾟｽからの最適な音声素片選

択方法とその際に用い選択尺度に着目し研究を行っている.後者に関しては､話者性制御

に関しては,少量の音声ﾃﾞ-ﾀから多様な話者の音声合成を可能とする声質変換技術に着

目して研究を行っている.

TTSにおける素片間の接続の不連続感を緩和するという観点から,音素単位とﾀﾞｲﾌｵﾝ

単位に基づく新たな素片選択法を提案し,知覚実験結果からも従来法より自然な音声を合

成できることを実証している.とくに,音声ｺ-ﾊﾟｽから最適な素片を選択する尺度とし

て,知覚実験結果から, ⅧS (Root Mean Square)ｺｽﾄが適していることを示した.

従来の統計的処理に基づく声質変換法である混合正規分布ﾓﾃﾞﾙに基づく変換法は,各

話者の特徴量間の相関を用いることで連続的かつ精度の高い特徴量の変換を可能とするが,

統計的処理により変換ｽﾍﾟｸﾄﾙは過剰に平滑化されたものとなり,変換音声の品質劣化

が生じる.この過剰な平滑化を防ぐために,周波数軸伸縮によるｽﾍﾟｸﾄﾙ変換処理を導

入した新たな声質変換法を提案している.評価実験結果から,提案法は従来法と比較し,

同等の話者性変換精度を維持しながら変換音声の品質を改善できることを示している.



氏名 戸田智基

(論文審査結呆の要旨)

音声規則合成(TTS)は機械から人間へ情報を伝達する上で重要な役割を担い,実用面に

おける有効性の高さから研究開発が勢力的に行われている.現在のTTSの主流は大規模な

音声ﾃﾞ-ﾀ処理に基づくｺ-ﾊﾟｽﾍﾞ-ｽ方式と呼ばれるものであり,初期のﾙ-ﾙﾍﾞ-ｽ

方式と比較して劇的な進歩を遂げたが,安走して自然性の高い音声を合成できるまでには

至っておらず,様々な話者の音声を容易に合成するなどといった柔軟性も持ち合わせてい

ない.これらの間題に対して研究開発を行い, ATRでのTrSの開発に研修研究貞として参加

し,音声規則合成ｼｽﾃﾑ｢ⅩIMERA｣を完成させた.このTrSｼｽﾃﾑには､戸田君の研

究成果が多く含まれている.とくに, ¶Sにおける素片間の接続の不連続感を緩和するとい

う観点から,音素単位とﾀﾞｲﾌｵﾝ単位に基づく新たな素片選択法を提案,音声ｺ-ﾊﾟｽ

から最適な素片を選択する尺度として,知覚実験結果からRMS (Root Mean Square)ｺｽ

ﾄが適していることを示したことは評価できる.

従来の統計的処理に基づく声質変換法は,変換ｽﾍﾟｸﾄﾙが過剰に平滑化されたものと

なり,変換音声の品質劣化が生じていました.この過剰な平滑化を防ぐために,周波数軸

伸縮によるｽﾍﾟｸﾄﾙ変換処理を導入した新たな声質変換法を提案しています.この研究

成果は,多様な声質の合成音を高精度に生成する研究として評価できます｡この論文で,

この3月に電気通信普及財団から｢第18回ﾃﾚｺﾑｼｽﾃﾑ技術学生賞｣を受賞します｡

戸田智基君は､音情報処理学講座の博士課程2年の学生ですが,音声の声質の変換およ

び音声規則合成ｼｽﾃﾑの研究で､大きな成果をあげ､国内はもとより､海外からも優秀

な研究者として認められています｡戸田君の研究括動の高さは､ 4編の学術論文､ 1 2編

の国際会議論文として発表していることからも推測できます｡ D2のときに学振の博士に応

募して採用され､ 4月からは学振のPDとして研究括動を続けます｡

以上述べたように,本論文の音声規則合成の分野への貢献は,極めて大きい.平成1 5年

1月1 6日に開催した公聴会の結呆も参考にして､本博士論文の審査を行い､本論文は博

士論文(工学)の学位論文として十分な価値があるものと判断した.


